
19.加久藤・小林盆地 
9.九州地方 

 
 

地形・地質 

霧島火山とその北方に分布する更新世前期の肥隆火山岩類からなる山地との間に 2

つの盆地があり，加久藤盆地と小林盆地と呼ばれています。両盆地内には，更新世後

期に噴出した姶良カルデラの入戸火砕流の軽石凝灰岩層（しらす）が厚く堆積し，し

らす台地を浸食した河岸段丘が良く発達しています。 

加久藤・小林盆地の層序表 

 



地下水 

主要帯水層は霧島山の新期溶岩や旧期溶岩，入戸火砕流堆積物下に位置する高原砂

礫層中の粗粒堆積物です。新期溶岩や旧期溶岩からは，台地末端の多くの箇所から地

下水の湧出が認められます。 

 

小林盆地の模式的地質断面図 

出典 日本の地下水（農業用地下水研究グループ,1986）（一部加筆） 

 「日本の地下水」では全国の地下水盆の概要が紹介されています。各地下水盆の概要を 

 紹介している頁と関連する論文等を、下記の Web ページで閲覧できます。 

   http://www.jagh.jp/jp/g/activities/committee/research/gwdb.html（日本地下水学会） 

 


